
 

様式第３号（第１条第１項第３号及び同第２項第３号関係） 

論 文 要 旨 
氏 名 中垣（梶原） 優那 

タイトル 
（日英併記） 

短期間低酸素刺激によるヒト歯髄幹細胞 K4DT の分化誘導に

及 ぼ す 影 響 (The Effects of Short-term Hypoxic on the 
Differentiation of Human Dental Pulp Stem Cells K4DT) 

論文の要旨 
歯髄細胞への低酸素刺激は細胞増殖能を高め，幹細胞性が

上昇すると報告されている．しかし，抜去歯から採取され

た歯髄細胞には，象牙芽細胞や線維芽細胞などの分化細胞

だけでなく，未分化な歯髄幹細胞も含まれている．本研究

では，無限分裂ヒト歯髄幹細胞（K4DT）に対する短期間低

酸素刺激による分化・脱分化への影響を検討した．低酸素

刺激として，3%酸素，5%二酸化炭素，92%窒素の混合ガス

下で 2，4，6 時間培養した．2，4 時間の低酸素刺激により

低酸素誘導因子 hypoxia-inducible factor 1α（HIF-1α）の

mRNA 発現は有意に上昇し，ウェスタンブロッティング法

にてタンパク質量の増加を確認した．低酸素環境下におい

て，K4DT の細胞生存率は 4 時間後に有意に上昇してい

た．HIF-1α の標的遺伝子として知られる血管内皮細胞増

殖因子 vascular endothelial growth factor A の mRNA
発現は 6 時間の低酸素刺激で有意に上昇していたが，骨分

化マーカーalkaline phosphatase と collagen I および脂肪

分化マーカーlipoprotein lipase の mRNA 発現は低下して

いた．フローサイトメトリー解析において，間葉系幹細胞

のマーカーの蛍光強度は変化しなかった．低酸素刺激によ

る分化 K4DT への影響を検討するため，K4DT を骨分化培

地にて 14 日間処理した．未分化細胞と比べて，骨分化

K4DT は著しく HIF-1α の mRNA 発現が増加し，低酸素

刺激による HIF-1α の mRNA 発現に変化はなかった．こ

れらの結果より，歯髄幹細胞は低酸素刺激により血管新生

を促進する可能性が示唆された． 


